飯塚報告　

10月1日（土）　立岩公民館
2か所目の学習会を飯塚で行いました。

 

「県創る会」からは、藤田、大平が出席。

参加者は11名。

内訳は、知的障害本人３、身体障害本人１、社協２、支援者２、特別支援学校教員２、知的障害の親1。

ちくほう手話の会さんから3名の通訳者に応援して頂きました。

 

DVD「生きるに値する人生」鑑賞。

色んな感想がありましたが、「当事者の主体的な取り組みに感動した」という趣旨の発言が多かったようです。

「県創る会」に期待するご意見もたくさんいただきました。

ありがたいことです。

 

休憩ののち、資料を基に「県創る会」のスタンスを説明。

「差別」の捉え方、条例づくりに当たっての基本スタンス、

｢障害者は権利の主体｣や「障害のない人との公平と平等」などです。

糸島と同じように時間が足りず、5つの資料は核心だけの説明。

お帰りになって、ぜひ読んで頂くようお願いしました。

 

最後の意見交換では、｢県創る会は当事者の力を十分に結集できているのか」という、痛いところをついた質問がありました。

各地での学習会を積み重ね、自由な意見を頂きながら結集を図りたいと思います。

 

今後ともよろしくお願い致します。

 

次は2週間後の北九州です。

たくさん集まるといいなあ。

